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新入職員の皆さまへ

輝 生 会 事 業 所 通 信

LINE公式アカウントはじめました！
　この度、船橋市リハビリセンター LINE 公式アカウントを開設いたし
ました。当センター内外のお知らせやリハビリテーション関連勉強会情
報等、当センターに関わる方々へ全方位型の情報発信をしていく予定で
す。１月の開設以降「友だち」を順調に増やしております。当センター
のホームページや隣の写真内のＱＲコードから簡単に友だち追加できま
すので、皆さまも是非友だち追加をお願いします。
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コロナ禍で控えていた「ひな人形」を3年ぶりにお披露目
　寄付してくださった利用者さまご家族とサポート部で準備を行いました。通りかかる方からは
『今年は、ひな人形飾るんですね ! 』と期待の声をたくさんかけていただきました。
　完成した『ひな人形』はとてもきらびやかであり荘厳で、来院する方からは『やっぱりいい
ね ! 』『素敵だね』と喜びの声が聞かれ、ちょっとした撮影会も行われておりました。
　昔は災いや厄を追い払ってくれるものとしてひな人形を飾っていたそうです。元浅草の『ひ
な人形』にも、コロナ感染が終息するよう願いがつまっております。
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桜が満開に咲き誇り、春の訪れを感じさせてくれます。
　一昨年の輝きネットでは日中の満開の桜をご紹介させていただきまし
たが今回は「夜桜」をご紹介します。外灯でライトアップされ、夜空を
背景にした満開の桜が、日中とはまた違った、幻想的な雰囲気を醸し出
しています。暖色に灯る当院が、より一層あたたかな雰囲気で見ること
ができ、この時期だけの特別な風景となっています。機会があれば是非
足を運んでみてください。
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衣類のレンタルサービスを導入しました。
　今年の１月より患者さまの私物クリーニングを従来の１点ずつお預か
りする方式から１ネット定額式に変更しました。料金体系もリニューアル
され多くの方にご利用いただいております。また、４月からは衣類のレ
ンタルサービスを導入しました。パジャマ１種類、普段着の上着３種類
７色、ズボン１種類３色をご用意しております。患者さま・ご家族さま
へのサービス向上につながれば幸いです。ぜひご活用ください。
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骨密度測定装置を導入致しました。
　現在、サルコペニアやフレイル、骨粗鬆症に伴う骨折・転倒を経緯にリハビリテーションを開
始する患者さま・利用者さまが増えてきていらっしゃいます。いずれも日常生活での運動量を減
少させ、さらに病状を悪化させることが多いこともあり、当院では新たに骨密度測定装置（骨
粗鬆症検査機器）を導入致しました。
　骨密度測定装置を活用する事によりお身体の状態を把握し、適切な予防と治療を実践して参
ります。
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新入職員の皆さま、ご入職おめで
とうございます。
新型コロナウイルス感染により社

会全体の活動が大きく制限されてか
ら３年以上の月日が経過してしまい
ました。マスク､手洗いなどの感染
対策があたりまえになり､我々の日々
の生活も大きく変化してしまいまし
た。特に新卒の皆さまにとりまして
は、この３年間多くの制約がある厳

しい状況の下で不安な日々を乗り越えて、勉学に励まれ今
日の日を迎えられたのではないでしょうか。
輝生会では、医療機関として厳しい感染対策をとり続け、

職員の方々には長期にわたり日常生活における活動の制限
もお願いしました。各拠点ではクラスターの発生、人員不
足によるリハ提供量の減少など、行うべきサービスが十分
に提供できない時期もありました。しかし、このような制
約下においても、質の低下を最小限に抑えつつ、患者さま、
利用者さまの生活支援や社会復帰にむけた医療を提供し続
けることができました。特に昨年度は各拠点での経験を拠
点間で共有し協力体制をとり、感染によるトラブルが生じ
ても適切な対応で数々の厳しい状況を乗り越えることが出
来ました。

医療法人社団輝生会

理事長  水間 正澄

これらの背景には日頃から培われてきた強いチーム力が
あったからこそ成し得たものとあらためて感じております。
昨年、輝生会は創立２０周年の節目の年を迎えましたが､

初台リハビリテーション病院、船橋市立リハビリテーション
病院ではより一層質の高い回復期のリハビリテーション医
療を目指しました。在宅総合ケアセンター成城、在宅総合
ケアセンター元浅草、船橋市リハビリセンターでは、創設
者である石川誠が理想としていた生活期のリハビリテー
ション医療の確立を目指しております。同時に、地域リハ
ビリテーション活動を通しての社会への働きかけも途絶え
ることのないように職員の参加を促し、継続して取り組ん
でまいりました。
また、新たな２０年に向けて組織改革とともに新たなプロ

ジェクトを立ち上げ、ICT化の推進、働きやすい職場づくり
など様々な取り組みも開始いたしました。
輝生会は、リハビリテーション医療の提供だけでなく、

障がい児・者、要介護者、高齢者等が安心・安全に普通
に生活できる社会づくりを目指した地域リハビリテーション
活動の推進を使命としています。
皆さまには、輝生会の将来を担うチームの一員として、

石川誠が掲げた輝生会マインドのもとに、大きな目標に向
けて歩んで行く力となっていただけることを期待しており
ます。

船橋市リハビリセンター

はじめました

船橋市リハビリセンター内外のお知らせや
リハビリテーション関連勉強会情報等を
配信していきます
@090efqvq
LINE の「友だち追加」から ID検索するか、
QRコードをスキャンしてください

新しい仲間をお迎えし、オンラインで入社式を執り行いました。
画面を通しての初顔合わせとはなりましたが、皆さま一様に良い緊張感の表情でご

参加いただきました。入社式のあとは早速、オンラインでの研修が開始されました。
輝生会の考えの中心となるリハビリテーションマインド、輝生会の理念、輝生会事業
の三本柱の説明から始まり、「医療安全」「感染対策」「個人情報保護」「接遇」「現場
での具体的なリハケア技術」など、輝生会の職員として必要な基本知識を学んでい
ただきます。輝生会職員として、また社会人として成長していっていただけることで
しょう。今年度も、輝生会は、新入職員を含めてスクラムを組み、患者さま、利用者さま、
ご家族さまのために全力で努めて参ります。どうぞよろしくお願いいたします。

　２０２３年４月１日、１４4名の皆さまが輝生会
に入職されました。
　職種の内訳は以下の通りです。

医師 ７名 看護師 ３６名
ケアワーカー ６名 理学療法士 ４８名
作業療法士 ２4名 言語聴覚士 １０名
ソーシャルワーカー ２名 ケアマネジャー １名
薬剤師 １名 栄養士 ４名
事務 5名 ◇合計 １４4名

１４4名の新入職員を迎えました◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆



新就任挨拶

「石川誠記念館」がWeb上に開設されました。

一般社団法人回復期リハビリテーション協会様により、
Web上に「石川誠記念館」が開設されました。輝生会の各
病院のホームページにもバナーを掲示しておりますが、下
記QRコードからアクセスできます。
故石川誠輝生会会長が、どのような思いで回復期リハビ

リテーション病棟を作ったかを、人となりや足跡と合わせ
て紹介してくださった、とても素敵な記念館になっていま
す。是非みなさまにもご覧頂きたいと思います。

常務理事 兼 副理事長 
兼 初台リハビリテーション病院 院長　菅原 英和

リハビリテーション医療に従事する者と
患者さま・ご家族さまとの関係は、単に「支
援をする側と受ける側」の関係ではなく、
「共に目標の達成を目指す」協力的関係、

新しい人生を築いていくためのパートナーとなることが理想
であります。私達が信頼されるパートナーとなるには、最高
のリハ医療を惜しみなく提供し、最高の結果を求めて誠心誠
意努力することが大前提としてあります。
私自身これまで、上記の達成に向けて主に初台という限ら

れた範囲のなかで深く尽力してきましたが、これからは輝生
会全体のレベルアップのためより広い視野を持って頑張って
いかねばと考えています。これからもどうぞよろしくお願い
致します。

常務理事 兼 副理事長 
兼 船橋市立リハビリテーション病院 院長　梅津 博道

新型コロナの第８波が終息に向かい、感
染法上の位置づけが５類に下がることが決
まったことで、何となくほっとした気分が
世の中に広がっています。船橋市立リハビ

リテーション病院では、コロナ渦の３年間で得られた辛いな
がらも、貴重な経験を生かすことで、with コロナの時代に適
応、本来の輝生会の果たすべき役割を担って行きたいと考え
ています。個人的には、４月から副理事長を拝命いたしまし
たが、役割がまだ何となく不透明なだけに、背中に不気味な
重圧を感じています。今後の輝生会を担う次世代の職員の皆
さんに、負の遺産を残さず、ストレスフリーな状態で仕事に
集中できるように、もうしばらくの間輝生会に貢献したいと
思います。

常務理事 兼 在宅総合ケアセンター成城 センター長
兼 院長　平泉 裕

この２年間は成城リハケア病院院長とし
て病院の管理運営に携わってきた中で、訪
問診療、訪問リハ、訪問看護、居宅介護と
いった多種類の事業についても学ぶ機会を

いただきました。
本センターは回復期から生活期まですべてのリハビリテー

ションサービスを提供しており、他に類を見ない充実した総
合的リハビリテーションサービスを展開していると自負して
おります。
今後も地元医師会と連携しながら、世田谷区の基幹的リハ

ビリテーションセンターとしての役割をスタッフ一同団結し
て担ってまいりたいと思います。輝生会諸先輩方の御指導を
どうぞよろしく御願い申し上げます。

常務理事 兼 輝生会本部 事務局長 
兼 サポート本部 部長　高橋 誠

輝生会の５つの拠点ではそれぞれの特色
を活かし、病気やけがにより障害を持たれ
た方々が、地域で再び安心・安全に生き生
きと暮らして行けるように支援しておりま

す。現在、その目的を達成させるために 1,300 名を超す職員
が勤務しております。この度、輝生会本部事務局長に就任す
ることとなり、責任の重大さに身の引き締まる思いです。
日本では2040年にもなると、高齢者人口の伸びは落ち着き、
現役世代が急減し、より少ない人手でも回る医療・介護の現
場を実現することが必要と言われております。非常に困難な
時代ですが、法人一丸となり、職員が安心し働ける環境作り
に取り組んで参りたいと考えております。皆様方のあたたか
いご理解ご協力を心からお願い申し上げます。

理事 兼 在宅総合ケアセンター成城 副センター長
兼 サポート部 部長　松原 徹

輝生会入職後、初台→元浅草→初台→出
向（京都）→本部→成城と様々な拠点に異動
し、臨床・管理業務を担ってきました。私
のモットーは、「ピンチはチャンス」です。

今回のサプライズ人事はさすがに一瞬“ピンチ”と思いまし
たが、私にとって未知な領域であるサポート部、ピンチをチャ
ンスに変える絶好の機会と感じ、断る選択肢はありませんで
した。サポート部は身体で例えると血液だと思います。決し
て目立ちませんが、全身に栄養を送り、脳などの臓器、筋肉
や神経などを機能させるために最も重要なもの、そんな役割
が果たせるよう、貧血に陥らない様に精進していきます。今
後とも宜しくお願い致します。

　　発信趣旨
初台リハビリテーション病院および輝生会では、こ

れまでブログやホームページを用いて院内の様々なイベン
トや院内の紹介をしていました。ブログやホームページ以
上に簡便に発信できるツールで、当院のアピールをできな
いかと、2021年度に法人の新規プロジェクトへ応募をし
たのがきっかけで Instagram、Twitterを開設しました。
Facebookなども候補でしたが、SNS利用者の中で10
代、20代の割合が高い Instagram、Twitterをまずは開始
しました。

 

　　更新頻度
基本は週１回を目標に更新を心掛けていますが、院

内で行う季節ごとのイベント（クリスマスや、ひな祭り）や、
各職種の勉強会があるたびに関係担当者が写真撮影を行う
とともに、Instagramへの投稿を行っております。

　　発信担当チーム
広報プロジェクトチーム

プロジェクトリーダー：野口隆太郎、院長、部長、部門長、
フロアマネジャーです。
投稿頻度の上位は菅原院長、畑中部長、野口です。

　　記事のポイント
輝生会らしさが伝わる記事・写真を心掛けています。

チームアプローチの実践する姿、最新のリハ機器、各種学
会への参加・発表報告などそれぞれの投稿者が輝生会の大
切にしている想いを発信しています。

　　手ごたえ
開始後、5カ月を過ぎました、フォロワーも250名を

超えてきました。写真やコメントを通して輝生会らしさが
徐々に伝わってきていると思います。

　　さいごに
広報活動を行うことで、病院・法人の取り組みの良

い部分を改めて自身も確認できたと思います。今後も魅力
ある病院作りや地域とのつながりをより深めるために、広
報活動を通して我々の取り組みをアピールしていきます。

初台リハビリテーション病院では2022年の10月に公式のInstagram、Twitterを開始しました。
今回、立ち上げの経緯や目的なども含め活動報告をさせていただきます。

参照元：アライドアーキテクツ株式会社「Twitterユーザーによる企業公式アカウント利用実態調査」
　　　 （2020年12月16日～12月27日）

第１位：節分の行事食の紹介 第２位：虎の門病院さんとの連携交流会の報告 第３位：Ns/CW部門の病院見学会の報告

Instagram公式ページ

Instagram公式 Twitter 公式

これまでの投稿写真の中から　 　いいね が多かった写真を紹介します。

1

2

3

4

5

6

文責：初台リハビリテーション病院
　　　クオリティマネジャー 兼 理学療法士部門長　野口隆太郎


